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自
身
が
意
識
し
て
硯
在
の
農
村
ほ
一
閲
内
で
や
る
こ
と
は
自
分
の
よ
う
に

と
の
交
泣
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こ
れ
で
良
い
の
か
と
言
う
疑
問
が
で
た
ら
め
に
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活
し
て
い
た
者
に
と

-
〗
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喜
ご
」
立
ミ
て

士
一
る
十
二
月
0
直
[
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．
堅
髯
年
臼
修
生
ず
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
あ
る
つ
て
容
易
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら

、

上

浦

村

今

ま

i,-0
諮
義
は
絵
合
的
に
考
一
共
同
で
生
活
を
し
て
い
る
と
、
自
分

下ー奈
し
い
春
が
訪
訊
た
。
巧
た
な
決
一
会
て
は
か
ら
ず
も
中
に
町

ご
も
と
に
薪
し
く
路
み
出
さ
ね
は
三
向
旦
ご
豆
巧
巳
と
合
宿
〇
底
会
に
恵
え
て
現
在
の
農
村
を
見
た
時
、
昔
一
の
狭
い
考
え
方
が
広
く
余
裕
を
持
つ

な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
と
思
う
‘
)
そ
ま
れ
一
回
大
喜
「
、
＼
ほ
と
ん
ど
深
夜
一
か
ら
農
は
国
の
大
本
な
り
と
言
わ
て
来
た
よ
う
に
思
う
。
毎
日
じ
め
じ

叩
が
新
し
い
村
辿
り
の
事
業
で
あ
る
文
で
巧
の
涅
宮
、
地
方
〗
お
土
産
話
i

い
て
牒
業
の
虚
要
性
は
説
か
れ
て
一
め
し
た
暗
い
気
持
に
な
っ
た
こ
と
は

妥
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そ
の
第
一
歩
と
し
て
昨
圧
十
二
月
に
花
が
咲
ぎ
、
杓
来
大
，
こ
」
頃
尻
ろ
い
な
が
ら
も
、
そ
の
従
亭
者
に
対
―
一
度
も
な
く
笑
い
は
い
つ
も
消
え
た

五
日
本
県
で
四
番
目
に
紡
成
さ
れ
た
う
と
呈
い
握
手
を
文
し
て
婦
つ
―
て
来
す
る
国
家
の
待
遇
は
昔
も
今
も
大
こ
と
が
な
い
。
一
逝
間
で
五
日
は
作

肱
川
青
年
廷
託
斑
も
ニ
カ
月
の
修
芦
u
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た
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999緊
去
し
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た
げ
ら
ね
て
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の
が
現
状
酬
で
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事
代
を
支
払
い
日
用
品
を
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で
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仇
え
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充
も
需
要
の
多
う
と
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当
に
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活
し
て
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る
気
に
も
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乏
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が
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分

の

利

益

を

見

て

こ

れ

う

こ

と

で

あ

る

が

百

姓

を

す

る

に

は

じ
て
学
翌
に
作
業
に
綜
胴
を
t-'ぃ
二
い
て
一
外
は
互
だ
賠
い
、
翠
て
う
な
木
枯
を
販
売
す
る
こ
と
は
言
さ
れ
な
い
相
当
鋭
い
見
迎
し
を
必
要
と
す
る
よ

一
が
し
き
り
に
恙
．
i
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こ
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の
が
実
状
で
あ
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国
営
の
鉄
道
一
う
に
思
う
。

一
来
た
の
て
烹
る
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薪
し
い
村
造
り
は
先
づ
人
造
り
か
一
六
峙
全
只
起
床
ま
た
星
t
>

み
＇
ク
～
る
校
に
し
て
も
、
煙
草
に
し
て
も
国
自
最
後
に
私
は
、
解
散
す
る
ま
で
元

一
ら
と
い
う
こ
と
で
私
逹
は
建
餃
許
に
一
庭
で
飼
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佐
翌
九
ら
一
日
の
日
追
翠
が
体
が
相
当
の
利
益
を
見
て
経
営
を
気
で
一
生
懸
命
頑
張
る
覚
悟
で
い
る

ー
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し
そ
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上
に
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の
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回
戸
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自
巴
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い
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一
し
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の
を
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力
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あ
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て
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一
カ
月
余
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に
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感
す
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一
県
の
言
年
研
修
会
に
参
加
し
た
手
ー
ニ
日
年
戸
心
式
認
塩
を
門
か
ら
定
め
ら
訊
始
一
段
村
開
題
に
対
し
て
人
々
は
封
生
活
委
員
会
、
富
永
武
治
―
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迅
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し
い
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一

ご
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7／
ら
は
な
か
っ
た
臣
で
し
た
一
建
的
だ
と
か
、
専
制
だ
と
か
時
代
一
班
が
結
成
さ
れ
た
当
時
は
参
加
者

／
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
げ
さ
せ
た

0

が
今
圭
之
が
は
良
か
っ
た
と
苫
う
。
の
制
度
を
批
難
し
ま
す
が
な
ぜ
一
が
少
な
く
期
待
は
ず
れ
の
感
じ
が
し

乍
業
が
紅
い
孜
の
喜
芦
も
尺
逹
に
一
歩
堀
り
さ
ぜ
て
畏
民
の
無
自
覚
だ
た
が
人
旦
の
増
加
と
共
に
活
気
あ
る

i

で
あ
る
。
犀
下
各
地
よ
り
沢
山
の
人

＿

一

生

活

が

出

来

共

同

生

活

の

楽

し

さ

又

々
が
参
加
し
て
熱
心
に
昴
哀
を
嵐
さ
-
直
接
汎
氏
こ
奇
る
，
C
1
0
羨
だ
げ
に
詣
と
一
っ
た
こ
と
を
反
省
し
な
い
の
だ
ろ

；
；
ょ
土
に
生
き
る
紐
村
育
―
つ
ら
さ
が
味
わ
え
る
様
に
成
っ
た
。
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一
活
澄
な
質
疑
応
答
に
五
日
，
し
を
生
己
も
こ
く
真
判
な
讐

□ご
り
ま
す
ぅ
一
ぅ
ヵ
手
ー

入
応
る
一
年
の
一
人
と
し
て
袋
村
の
自
主
性
近
の
活
動
は
次
に
示
す
日
課
表
を

一
に
、
字
が
自
に
と
全
籍
神
に
打
ち
込
人
だ
店
業
は
年
＇
な
近
杖
化
さ
汎
つ

ー
の
喜
と
殺
民
の
自
覚
を
う
な
が
基
に
生
活
し
て
居
ま
す
。

｛
乙
で
忍
る
C

一
が
二
業
商
業
等
と
比
べ
る
と
柊
別
の

-

0

作

＼

日

一

―
こ
う
し
た
一
カ
月
閤
何
か
身
に

0

差
が
一
{
,
-
r

尺

こ

4

ら
に
、
村

0
若
人
さ
れ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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｛
）
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〇
が
あ
る
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で
あ
る
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な
い
和
も
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あ
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る
の
で
は
な
い
い
と
思
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に
つ
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ピ
日
か
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